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令和７年度
      決算を認定

議案上程・提案説明

委 員 会 付 託

一 般 質 問

委 員 長 報 告

質 疑 ・ 討 論

議 案 等 審 査

請願・陳情審査

⬇

⬇

採 決
⬇

議案等審査は、執行機
関からの説明の後、質
疑、討論を経て採決を
行います。

請願・陳情審査は意見
陳述（ない場合もあり
ます）の後、質疑、討論
を経て採決を行います。
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定例会の流れ
令和８年第３回定例会

（９月定例会）は８月２７
日から９月２５日までの
３０日間の会期で開かれま
した。
今定例会には、令和７年
度一般会計歳入歳出決算に
ついての認定をはじめ２2
件が市長から提出され、請
願２件、陳情２件とともに
審議されました。そのほか、
議員提出議案３件が審議さ
れました。

令和７年度一般会計
歳入歳出決算の概要

　今回の決算は、歳入総額
９８５億５７８２万３千
円、対前年度比で４．９％
の増加、歳出総額９３６億　
６３８３万１千円、対前年
度比で３．２％の増加とな
りました。
　また、実質収支額（決算

剰余金）は、対前年度比で
４５．１％増加し、４５億　
６１１３万７千円となりま
した（歳入歳出の状況は２
面に掲載）。

その他の議案

　今定例会では、国民健康
保険事業特別会計等、３件
の特別会計決算のほか、病
院事業会計及び下水道事業
会計の決算についても審議
されました。また、その他
の議案としては、大和市景
観条例の一部改正、一般会
計補正予算（第２号）、一
般会計補正予算（第３号）、
国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）等があ
りました。

定例会における審議

　各議案等は、本会議で市
長による提案理由説明が行
われた後、各常任委員会に
付託され審査が行われまし

た（各常任委員会におけ
る一般会計決算の審査内
容は３面、その他の議案
は４面に掲載）。
　最終日の９月２５日に
は、所管の各常任委員長か
らの審査報告の後、討論を
経て、全て認定又は原案の
とおり可決されました（各
党・会派の一般会計決算の
討論内容は、２面に掲載）。
　また、同最終日には、人
権擁護委員候補者の推薦に
ついての諮問６件、固定資
産評価審査委員会委員の選
任についての議案１件が追
加で上程され、市長による
提案理由説明が行われた後、
全て同意されました（議案
の内容は、５面に掲載）。
　本会議におけるそれぞれ
の審議結果の詳細は、８面
を御確認ください。なお、
各常任委員会での審査結果
は、市議会ホームページに
掲載しています。

一般会計歳出総額　一般会計歳出総額　
　　　９３６億６３８３万円　　　９３６億６３８３万円
実質収支額　  実質収支額　  
　　　　４５億６１１４万円　　　　４５億６１１４万円

9 月定例会
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歳　入
98,557,823 
(100%)

自主財源
50,022,828 
(50.8%)

自主財源
50,022,828 
(50.8%)

市税
41,133,313
(41.7%)

市税
41,133,313
(41.7%)

依存財源
48,534,997
(49.2%)

依存財源
48,534,997
(49.2%)

県支出金
7,974,297 (8.1%)

国庫支出金
23,928,204 (24.3%)

その他 5,952,277 (6.0%)

地方特例交付金 312,118 (0.3%) 

市債 3,795,600 (3.9%)

その他
1,052,215 (1.2%)

環境性能割交付金 122,725 (0.1%)
地方譲与税 416,449 (0.4%) 

地方消費税交付金
6,033,327 (6.1%)

使用料及び手数料
1,516,628 (1.5%)

繰入金 2,226,673 (2.3%)

諸収入
2,476,798 (2.5%)

繰越金 1,617,201 (1.6%)

総務費 
9,172,255
(9.8%)

総務費 
9,172,255
(9.8%)

教育費
7,547,827 (8.1%)

公債費 6,079,545 (6.6%)

土木費 5,680,914 (6.1%)

民生費
50,282,217
(53.7%)

民生費
50,282,217
(53.7%)

衛生費 8,753,480 (9.3%)

消防費 3,958,615 (4.2%)

労働費 215,451 (0.2%)

商工費 1,431,070 (1.5%)

議会費 405,306 (0.4%)
農林費 126,099 (0.1%)

諸支出金 11,052 (0.0%)

単位千円、（　）内は構成比
※端数処理の関係で合計が一致しない場合もあります。

93,663,831
(100%)

歳　出

使用料及び手数料
1,516,628 (1.5%)

一般会計決算に対する各党・会派の討論（会派の正式名称は８面参照）　　
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　令和７年度決算は一定の改善が見られ、単年度
収支も大幅に改善したが、経常収支比率はなお高
水準であり財政硬直化への懸念は根強い。来年度
の予算編成では財政健全化の取組に対し油断する
ことなく精査し、市民の安定した暮らしを担保す
る健全な行財政運営を求め、賛成する。

　市民生活の基盤を支える各施策を着実に実施し
たことを評価する。一方、税収の増加や財政調整
基金の繰入れだけで財政状況を楽観せず、財政の
硬直化を直視し、事業の選択と集中、安定財源の
確保、市民に分かりやすい成果指標の設定を進め、
持続可能な行財政運営を求め、賛成する。

　少子高齢化の進展に伴う社会保障関係費の増大
等により財政運営は厳しさが増すと予想される。
令和8年度に策定予定の財政健全化プランで具体
的な取組を定め、事業の優先順位づけによるビル
ド・アンド・スクラップを図り将来にわたり持続
可能な財政運営に努めることを要望し、賛成する。

　令和７年度決算は、監査委員も決算内容及び予
算執行状況についておおむね適正と認めている。
一方で、経常収支比率の改善は税収増などによる
面が大きく、財政の硬直化は続いている。財源の
構造的な問題を直視し、行財政運営に取り組むこ
とを強く求め、賛成する。

　令和７年度は黒字決算となったが、実質単年度
収支はマイナスであり、引き続き予断を許さない
状況にある。今後も財政運営の厳しさが増すこと
が予測される中、令和７年度に策定した財政健全
化ビジョンに基づき、将来にわたり持続可能な財
政運営に努めることを強く要望し、賛成する。

　令和7年度決算は、財政健全化を理由に少人数
指導など教育予算を削減する一方、デジタル化を
進めている。市民の暮らしと命を守る施策を最優
先に、教育環境の充実、気候危機への対策、基地
機能の縮小・撤去、平和なまちづくりを市民とと
もに進めることを求め、決算に反対する。

　厳しい財政状況の中でも、市民の声を施策や事
業の見直しに反映し、必要な予算を確保すること
が重要。福祉・教育・安全安心を守り、誰もが安
心して自分らしく暮らせる大和市の実現に向け、
市民の声を生かしながら限られた財源を本当に必
要な施策に活用していくことを求め、賛成する。

　今の財政健全化は、市の財布に固執している。
１０００人弱が就学援助の認定をもらえず、認定
率は８割から６割に落ちた。待機児童は７名で県
内ワースト２位。児童虐待の相談件数が３０％も
伸びたのは繰り返し進めてきた負担増の影響では
ないか。暮らしを削る健全化の決算に反対する。

本会議・委員会は傍聴することができます
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令和 7 年度一般会計決算について



総務常任委員会

質疑　滞納整理・処分事務
について、財産差押え実績
の件数が前年度と比べ増え
ている要因は。
答弁　財産調査において、
令和６年度から電子照会シ
ステムを利用していること
が大きな要因である。電子
照会に対応した金融機関等
については一括して複数調
査ができ、これまでの文書
照会では数か月かかってい
た回答が数日で得られるよ
うになり、より新しい情報
での対応が可能となった。
また、預貯金口座の新しい
情報を得られるようになっ
たことも増加につながった。

こども教育常任委員会

質疑　屋内こども広場管理
運営事業について、げんき
っこ広場の利用者のうち市
内と市外の人数、その割合
を伺いたい。
答弁　令和７年度のげんき
っこ広場の利用者数は８万　
４３８８人、うち市内が３　
万９２２人、市外が５万３　
４６６人で、市内と市外の
比率は市内が３６．６％、
市外が６３．４％である。
質疑　妊婦健康診査事業に
ついて、受診率が８７．６％
であるが、受診されていな
い方へのアプローチはどの
ようにしているのか。
答弁　妊婦健診については、
妊娠５か月から６か月時点

厚生常任委員会

質疑　成年後見制度利用促
進事業について、令和７年
度の成年後見支援センター
における相談受付件数は、
前年度と比較して増加傾向
とのことだが、相談員を１
人追加したからか。
答弁　国等も広報活動等に
注力し、制度自体が徐々に
浸透してきたことが基礎的
要因として考えられる。ま
た、相談員を１名増員した
ことにより、増大する需要
を受け止めることができた
結果と捉えている。
質疑　シルバー人材センタ
ー支援事業について、会員
数の確保や新たな仕事の開

質疑　マスコットキャラク
ター管理・啓発事業では、
マスコットキャラクターの
利用申請件数が前年度から
倍以上に増えているが、何
か取組をしたのか。
答弁　市として積極的に活
用していくという方針を出
しており、庁内のイントラ
ネット等の掲載を増やす対
応をしている。
質疑　救急活動事業につい
て、消防吏員は３１名増員
になり、６隊から７隊に増
隊もされたが、今後、さら
に増隊の予定はあるか。
答弁　令和９年度に南分署
に救急隊を１隊増隊する予
定で今動いているので、令
和９年度には８隊体制とな
る予定である。

で未受診者の状況調査を行
っている。そのうち大半の
方が流産で妊娠継続がない
か、妊娠中の転入者となっ
ている。未受診者には、個
別に保健師から連絡して受
診勧奨をするなどの対策を
取っている。
質疑　教育用コンピュータ
運 用 管 理 事 業 に つ い て、
２億７１００万円余りの決
算額になっているが、内訳
と主なものを伺いたい。
答弁　需用費では教育用端
末の購入費やパソコン修繕
費が主なものである。その
ほか、委託料でＩＣＴの包
括業務委託や保守委託等、
使用料でパソコンリース費
の更新等、備品購入費では
充電保管庫等の購入費に充
てられている。

拓という点で、どのような
課題を認識しているか。
答弁　会員の減少と、会員
の平均年齢の上昇が課題で
ある。市では、そういった
相談があった場合の支援と、
広報活動への支援を実施し
ている。
質疑　歩く健康づくり事業
で、ウォーキングピックの
参加者数が減った要因は。
答弁　実施回数を２回から
１回に減らしたことが挙げ
られる。一方、事業を見直
し、これまで４名以上でな
いと参加できなかったとこ
ろ、今年度はペアの部をつ
くり、２人からでも参加を
可能とした。今後もより市
民が参加しやすい状況をつ
くっていきたい。

環境経済常任委員会

質疑　国際化推進事業につ
いて、先日の熊本の地震の
際に、インターネットでの
外国人に特化した情報提供
が不足しており、課題が残
ったという報道があったが、
本市では外国人に対する災
害情報に関する発信につい
て何か取組はあるか。
答弁　大和市国際化協会と
平成２７年に災害多言語支
援センター設置・運営に係
る協定を結んでおり、その
中で、被災した外国人の情
報収集や災害情報等の多言
語での発信が盛り込まれて
いる。最近は、危機管理課
とも協議しＬＩＮＥへの登
録を呼びかけており、通知

を受けてホームページからす
ぐに情報を得て、それをお
のおのが翻訳ツールで確認
できる仕組みで動いている。
質疑　ゆとりの森管理運営
事業について、運営してい
る指定管理者と市とで、市
民からの声に対応するのに
どのように連絡を取り合っ
ているのか。
答弁　スポーツ施設を所管
している、指定管理者とみ
どり公園課、スポーツ×ラ
イフ課の３者で年に６回定
例会を実施し、情報を共有
している。上半期、下半期
の総括として年に２回のモ
ニタリングでの報告会を行
い、日々の細かな連絡は月
報を用い、重大な相談内容
があればすぐに連絡が来る
体制になっている。
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令和 7 年度一般会計決算における主な委員会質疑



総務常任委員会

令和８年度一般会計補正予
算（第２号）
質疑　基幹システム運用管
理事務について、説明に

「当初見込んでいなかった
法制度改正等によるシステ
ム改修費が発生するため、
増額します。」とあるが、
既存の契約で対応できなか
った理由は何か。今後さら
に法制度改正があった場合
には、今回の契約で対応が
できるのか。
答弁　このシステム改修は、
令和８年度の当初予算要求
時点では法制度改正自体は

環境経済常任委員会

令和7年度下水道事業会計
決算及び利益の処分
質疑　経営指標の推移表の
管渠老朽化率が年々増えて
おり、老朽化が急激に進ん
でいると思われるが、今後
の状況をどのように把握し
ているか。また、５年後、
１０年後と修繕計画はある
か。
答弁　管渠の老朽化につい
て、令和７年度末現在で
１３．２２％だが、今後も
その数値は増加していくと
捉えている。これについて
は、管渠のストックマネジ
メント計画に基づき、重要
度に応じて点検等を行い、
その結果を基に改築、更新
を進めていく予定である。
今後の修繕計画については、

厚生常任委員会

令和７年度国民健康保険
事業特別会計歳入歳出決
算
質疑　人間ドック助成事業
では、件数がかなり増加し
ているが、増加の要因を教
えてほしい。
答弁　人間ドックの対象と
して、令和６年度は利用時
に１年以上加入していると
いう条件をつけていたが、
令和７年度はその条件をな
くし、逆に３０歳以上の被
保険者であることを条件に
したことで、受診のしやす
さにつながったと考える。
令和７年度介護保険事業
特別会計歳入歳出決算
質疑　介護保険運営管理事
務について、第１０期の介
護保険事業計画策定で、市
が課題とするものはあるか。
答弁　どのように保険料を
設定するかなどは、審議会
で慎重に審議していただく
必要があると捉えている。

こども教育常任委員会

令和８年度一般会計補正予
算（第２号）
質疑　草柳保育園調理業務
委託料の債務負担行為補正
の目的と理由を伺う。
答弁　現在の業務委託契約
が令和８年９月３０日で終
了するため、同年１０月１
日から令和１１年９月３０
日までの契約を予定してい
た。入札前に再取得した見

決まっていたものの、具体
的な内容が固まっておらず、
金額の確定ができなかった
ため、この補正予算によら
ざるを得なかった。今回の
補正予算により、今年度中
に法制度改正を見込むもの
は基本的に網羅できている
と考えている。
質疑　財源内訳において、
国庫補助金よりも一般財源
の歳出のほうが多い。国の
法制度改正によるものなの
に補助率が低いのか。
答弁　今回の補正の要因と
なった改修案件は複数あ
り、案件ごとに補助率が異
なるため、低い補助率のも
のもある。

直ちに補修等が必要なもの
はなく、調査結果により対
応していくことになる。
令和８年度一般会計補正予
算（第２号）
質疑　農業近代化等支援事
業の詳細について確認した
い。
答弁　農業資材全般の価格
が高騰する中において、農
家からの要望もあり、多く
の農家が使用する肥料と園
芸施設の加温に必要な燃
油、Ａ重油に対して、補助
を行うような内容となって
いる。

令和７年度後期高齢者医
療事業特別会計歳入歳出
決算
質疑　保険料を支払うこと
ができない方に対しては、
どう対応しているのか。
答弁　分納相談のほか、保
険料で実際に軽減がかかる
方でも、所得を申告してい
ないことにより軽減されて
いない方もいる。よく状況
等を伺い、適正な課税につ
なげる努力をしている。
令和７年度病院事業会計
決算
質疑　令和７年度は８千万
円の黒字とのことである。
患者１人当たりの診療収益
は入院も、外来も単価が増
えたということだが、それ
らの一つの要因として、血
液・腫瘍内科の再開が影響
しているのか。
答弁　血液・腫瘍内科の診
療再開で、抗がん剤等を使
用している診療科において
は単価が高くなる傾向があ
るので、その影響によるも
のだと捉えている。

積額が人件費の上昇や中東
情勢等による物価高騰で増
額し、債務負担行為の限度
額を超過したため、そのま
ままでは入札が行えず、増
額補正が必要となった。
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その他の主な委員会質疑



人権擁護委員１１名のうち、任期が本年１２月
３１日をもって満了する関水貴浩氏（福田）、関根
孝子氏（つきみ野）、西部和廣氏（福田）、小西雅江
氏（柳橋）、菊地慶子氏（福田）について、現委員
を再任したい旨、また、櫻井吉孝氏（西鶴間）の任
期が本年１２月３１日をもって満了することに伴い、
小菅直樹氏（上草柳）を推薦したい旨の議案が定例
会最終日に諮問され、議会は全員賛成でこれらに同
意しました。

請願は、憲法で保障されている権利で、国や地方
公共団体に意見や要望等を文書で申し述べるもので
あり、市議会への請願には紹介議員が必要です。提
出された請願書は、委員会に付託して審査され、本
会議で採決されます。

陳情も同様に文書で申し述べるものですが、法令
に定めはなく、紹介議員は必要ありません。陳情書
は、「陳情書の処理基準」に基づき、委員会付託又は
全議員への写しの配布のいずれかの扱いとなります。

なお、委員会に付託されたものは、委員長の許可
のもとに意見陳述を行うことができます。

請願書・陳情書は年４回開催される定例会で審議
されます。定例会の招集告示日に行われる議会運営
委員会の２開庁日前の午後５時までに提出されたも
のを、当該定例会で扱います。

固定資産評価審査委員会委員３名のうち、任期が
本年１０月１５日で満了する伊藤廣幸氏（川崎市宮
前区宮崎）について、再任したい旨の議案が定例会
最終日に提出され、議会は全員賛成でこれに同意し
ました。

本会議の様子は市議会ホームペー
ジで御覧になれます。生中継（本会
議中）、録画映像のインターネット
配信は、市議会ホームページの本会
議中継（生中継・録画配信）からご
利用いただけます。ご活用ください。

○非核三原則の尊重と堅持を求める意見書
○憲法改正の正当性と手続について十分かつ慎重な　　
　議論を求める意見書
※詳細は、市議会ホームページを御覧ください。

   可決された意見書を
                          国に提出しました

   人権擁護委員候補者の
                                     推薦に同意

請願・陳情について

   固定資産評価審査委員会
                          委員の選任に同意

インターネットで配信中

1 2 月 定 例 会 の 予 定
　日程は、都合によ
り変更することがあ
ります。
　１２月定例会で審
議される請願・陳情
の 受 付 は、 １ １ 月
１６日（月）の１７
時までとなります。

11月
２５日　本会議
２７日　環境経済常任委員会
３０日　こども教育常任委員会

12月
   １日　厚生常任委員会
  ２日　総務常任委員会
  ３日　基地政策特別委員会
１４日　一般質問
１５日　一般質問
１６日　一般質問
２１日　本会議

大和市
イベントキャラクター

ヤマトン

 １４日　議会運営委員会
 １８日　議会運営委員会
２４日　全員協議会
２５日　議会運営委員会
10月
  ６日　広報委員会
 

（定例会以外の主なもの）

 ７月
 １５日　議会改革実行委員会
 ２３日　議会運営委員会
 ８月
２０日　議会運営委員会
 ９月
　４日　議会改革実行委員会
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一　般　質　問 （９月 15 日・16 日・17 日）

公明党   山
や ま

田
だ

  己
み

智
ち

恵
え

自由クラブ   町田  れいじ

自民党・新政クラブ   中村  一夫

自民党・新政クラブ   西
に し

田
だ

  恵
え

美
み

日本共産党   たかく  良美 公明党   鳥
と り

渕
ぶ ち

  優
まさる

自民党・新政クラブ   福
ふ く

本
も と

  隆
た か

史
ふ み

自民党・新政クラブ   井上  貢

自民党・新政クラブ   渡辺  伸明 神奈川ネットワーク運動   吉田  なな

公明党   吉
よ し

澤
ざ わ

  弘
ひろし

日本共産党   ほりぐち  香
か

奈
な

こどもまんなか社会の
推進を！

多発する鉄道人身事故　
市としての対策は

特別支援学校誘致について

自治体ＡＸ・生成ＡＩの
活用について

公共施設の統廃合について 公共施設の再編と
分室・連絡所の在り方

将来を左右する市の課題
南北の人口バランス適正化を

サンリオ・やまとふえありい
やまとカワイイプロジェクト

丸子中山茅ヶ崎線の拡幅事業
に係る課題について

財政制約の中で子育て
しやすいまちにするために

予防接種について 高齢者の移動を支え外出を
あきらめないまちづくりを

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

学校の危機管理について／三機ＭＩＲＡＩスポー
ツセンター大和（大和スポーツセンター）駐車場
の利用料金について

災害対応について／古谷田市政について

孤立死ゼロに向けて／民生委員・児童委員につ
いて／友好都市との連携について／平和教育に
ついて

市長の教育に対する認識について／市立病院の経
営と今後の見通しについて

国民健康保険について／令和８年度大和市市政世
論調査について 激甚化する自然災害への対策について

令和８年８月千葉豪雨を受けて

先端産業の誘致と新たな産業用地の確保について

エレベーターの保守点検について 子どもの命を守る熱中症対策について
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一　般　質　問 （９月 15 日・16 日・17 日）

虹の会   大波　修二

自民党・新政クラブ   古木  邦明 立憲民主党   北
き た

島
じ ま

  康
こ う

平
へ い

虹の会   石田  ゆたか

神奈川ネットワーク運動   布瀬  めぐみ

大和維新× iRAISE   村田  玲
あきら

大和維新× iRAISE   星
ほ し

野
の

  翔
しょう

自民党・新政クラブ   青木  まさし

公明党   金
か ね

原
は ら

  忠
た だ

博
ひ ろ

平和について

地域の暮らしを支える
郵便局との連携について

自治会の必要性を
どう伝えていくのか

児童虐待相談が県の３倍急増
負担増重ねた市長の責を問う

持続可能な地域づくりと
自治会・コミセン

都市鉱山について 子どもにツケをまわさない！
「選択と集中」を断行せよ

大和駅周辺のまちづくりに
ついて

戦後８１年　戦争を知らない
世代への平和の継承について

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

そ
の
他
の
項
目

伝統的な生活文化、地域文化の継承について／生
活保護制度と生活困窮者支援について

放課後児童クラブを利用する子どもの長期休業中
の食の確保と支援について

民間委託の見える化を進めるために／コミュニ
ティバスの運営に関わって／特別児童扶養手当の
誤算定を受けて

高齢者支援について

障がい者の就労について／防災について

災害対策について／寄附について

障がい特性に応じた柔軟な就労支援について

一般質問とは
　一般質問とは、議員がさまざまなテーマで、
市政全般について市長等の考えをただすもので
す。住民生活に密接にかかわる事項を含め、市
の一般事務に関して、その執行状況や将来の方
針、行政課題などを各執行機関に直接質問して
答弁を得るほか、議員から新たな政策を提言す
ることもあります。
　実際の本会議での様子は、６・７面に掲載の
ＱＲコードから、各議員の録画映像を御覧いた
だけます。
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〒242-8601　神奈川県大和市下鶴間1-1-1　電 話 046（260）5503（直通）　FAX 046（262）2421　https://www.city.yamato.lg.jp/gyosei/soshik/29/4374.html
市議会だよりの配布に関する問合せは、(株)メディア・ソリューション・センターへ　電 話 0120－221－523（月～土曜日9：00～17：30〈祝・休日を除く〉）

議案の審議結果 自民新（自民党・新政クラブ）、公明（公明党）、自由（自由クラブ）、
共産（日本共産党）、ネット（神奈川ネットワーク運動）、虹の会、
立民（立憲民主党）、大和ｉ（大和維新× i RAISE）

アイ    レ イ ズ

《9 月定例会で全員賛成で議決した議案等》
【報　告】
■第　６号　専決処分の承認について（損害賠償）

【諮　問】	
■第　２号　人権擁護委員候補者の推薦について
■第　３号　人権擁護委員候補者の推薦について
■第　４号　人権擁護委員候補者の推薦について
■第　５号　人権擁護委員候補者の推薦について
■第　６号　人権擁護委員候補者の推薦について
■第　７号　人権擁護委員候補者の推薦について

【認　定】
■第　５号　令和７年度大和市病院事業会計決算について

【議　案】	
■第３２号　大和市景観条例の一部を改正する条例について

■第３３号　令和８年度大和市一般会計補正予算（第２号）
■第３４号　令和８年度大和市介護保険事業特別会計補正予算
　　　　　　（第１号）
■第３５号　令和８年度大和市一般会計補正予算（第３号）
■第３６号　令和８年度大和市国民健康保険事業特別会計補正予　　
　　　　　　算（第１号）
■第３７号　固定資産評価審査委員会委員の選任について

【議員提出議案】	
■第　６号　大和市議会会議規則の一部を改正する規則について
　

《その他》
【報　告】	
■第　７号　令和７年度大和市継続費精算報告について
■第　８号　令和７年度大和市健全化判断比率について
■第　９号　令和７年度大和市資金不足比率について

　《９月定例会で
　  全員賛成ではなかった議案等》 

◯：賛成　●：反対

審議
結果

各　議　員　の　賛　否 賛否数
自　民　新 公　明 自　由 共 産 ネット 虹の会 立 民 大和ⅰ

〇
賛
成

●
反
対

古
木　
邦
明

町
田　
浩
文　

西
田　
恵
美

福
本　
隆
史

渡
辺　
伸
明

赤
嶺　
太
一

井
上　
　
貢

青
木　
正
始

中
村　
一
夫

小
倉　
隆
夫

河
端
恵
美
子

金
原　
忠
博

鳥
渕　
　
優

山
田
己
智
恵

吉
澤　
　
弘

河
内　
孝
彰

町
田　
零
二

木
村　
賢
一

堀
口　
香
奈

高
久　
良
美

吉
田　
奈
々

布
瀬　
　
恵

石
田　
　
裕

大
波　
修
二

北
島　
康
平

堀
合
研
二
郎

星
野　
　
翔

村
田　
　
玲

【認　定】
第１号

令和７年度大和市一般会計歳
入歳出決算について 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

※
議
長
は
表
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ 23 4

第２号
令和７年度大和市国民健康保
険事業特別会計歳入歳出決算
について

認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ 23 4

第３号
令和７年度大和市介護保険事
業特別会計歳入歳出決算につ
いて

認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ 23 4

第４号
令和７年度大和市後期高齢者
医療事業特別会計歳入歳出決
算について

認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ 23 4

【認定及び議案】
認定第６号

及び
議案第３１号

令和７年度大和市下水道事業
会計決算及び利益の処分につ
いて

認定
及び
原案
可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ 23 4

【議員提出議案】
第 5 号

非核三原則の尊重と堅持を求
める意見書

原案
可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● 16 11

第７号
憲法改正の正当性と手続につ
いて十分かつ慎重な議論を求
める意見書

原案
可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● 16 11

【請　願】
第８－２号

生活保護受給者の逝去に伴う
貸主（大家）へのリスク負担
軽減及び大和市独自の支援制
度構築に関する請願書

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ● ◯ 8 19

第８－３号
憲法改正の正当性と手続につ
いて十分かつ慎重な議論を求
める請願書

採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● 16 11

【陳　情】
第８－１０号

非核三原則の尊重と堅持を求
める意見書を国に提出するこ
とを求める陳情書

採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● 16 11

第８－１１号 避難所の早急な整備について
の陳情書 採択 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ 26 1
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